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従来の PTA溶接（粉体プラズマ溶接）など
の肉盛溶接プロセスと比べ、レーザークラッ
ディングでは、低い入熱で局部的に肉盛り
することにより、基材の希釈率や熱ひずみ
の大幅な低減が図れます。そのため、肉盛
りする材料やワーク形状の点で非常に有利
です。ニッケル基超耐熱合金や高炭素鋼な
どの溶接が困難な材料でも、レーザークラッ
ディングを使用すると比較的容易に溶接す
ることが可能です。また、一般的にレーザー
クラッディングでは形成される溶融池が小
さいため、非常に複雑な形状でも 1回の段
取りで、保護皮膜、修復用肉盛り、ニアネッ
トシェイプを形成できます。

高出力レーザーと最新の多軸ハンドリン
グシステムを採用した Metco Joining & 
Claddingのレーザークラッディングシステム
は、表面や端部への高精度な肉盛りを可能
にします。さらに、CAMソフトウェアツー
ルを使用した 3D CADモデルを採用し、希
望どおりの製品製作を実現します。

3Dクラッディングはフライス切削加工におけ
る実績・経験から生まれました
インペラーの製造は、Metco Joining & 
Claddingのコアな製造技術の能力を示す代
表例です。ロウ付けまたは溶接されたオー
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プンタイプのシュラ
ウドにも、ブラン
ク材から切削加工
された一体構造の
シュラウドにも問題
なく対応します。イ
ンペラーの製造に
は、商用 CAMソフ
トウェアと自社開発
技術を活用した 5
軸同時フライス切
削加工のプログラミ
ングにおける長年
の経験が活かされ
ています。

Metco Joining & 
Claddingで稼働しているレーザークラッディ
ングシステムには、2kWの CO2レーザー
と 1.5kWのファイバーレーザーシステムを
搭載したガントリーロボットがありますが、
そのいずれも 5軸同時加工をサポートして
います。このことから、切削軌跡の代わり
に肉盛溶接軌跡を作成するというアイデア
が、排気ガスターボチャージャーのブレー
ド先端部の修復作業に最初に適用されたこ
とは当然と言えます。

修復のための 3D溶接
5軸同時加工では、工具となるフライス盤
のフライスカッターやレーザークラッディン
グシステムのレーザービームとパウダーノ
ズルが、基材表面をプログラムされた軌跡
どおりに任意の入射角で連続的に移動しま
す。レーザークラッディングプロセスでは、
レーザービームがワークに対して垂直に取
り付けられるのが理想的です。

排気ガスターボチャージャーの例では、レー
ザーを使用して十分な量の材料をタービン
ブレードの曲面部分に溶着させた後、研磨
や切削加工により元の形状に修復します。
溶接軌跡は、CADシステム内に用意されて
いるCADモデルから作成されます。

キャストホイールの幾何学的な誤差を補正
するには、正確な溶接方案を確立すること
が、溶接パラメーターを設定するのと同様
に重要です。また、溶接の方向にかかわ
らず均一に肉盛溶接できる同軸パウダーノ
ズルを使用します (2)。チルト機能付きター
ンテーブルに載せることができない重量の
ある大型のワークでも、加工ヘッド用の 2
本の回転軸付きCO2レーザーシステムま
たは新型 10軸 Metco Joining & Cladding 
MetcoClad ™システムと出力 6&Wのダイ
オードレーザーを搭載したガントリーロボッ
トで加工することができます（1）。

摩耗・腐食防止のための肉盛溶接
送りネジ (3)の曲面の摩耗防止のための肉
盛溶接も、興味深い応用分野です。綿密
に選択された溶接プロセスパラメーターと
確立された溶接方案を組み合わせ、多軸
レーザークラッディングシステムを使用して
MetcoClad 6（硬く腐食に強いコバルト基
合金）などの材料を溶接することで、露出
した表面を割れに強い皮膜で完全に覆うこ
とができます。送りネジのブレードからハブ
への移行部などの鋭い縁部でも、溶接施行
中、溶接プロセスの中断を最小限に抑えな
がらの加工が可能です。この場合もやはり、
溶接軌跡を CADシステムでプログラムでき
る点が有利です。
衝撃と腐食性物質にさらされる砕岩機の歯
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(4)の場合も、コバルトまたはニッケル系の
マトリックス材料に炭化タングステンを分散
させた肉盛溶接をして完全に覆うことがで
きます。このような砕岩機の歯の保護皮膜
は、CADシステムで事前定義した溶接軌跡
に従って 1回の段取りでレーザークラッディ
ングを行うだけで形成することができます
(5)。これらの歯を手作業で溶接加工する場
合に比べ、作業時間が大幅に短縮され、溶
接品質すなわち皮膜の耐摩耗性が大幅に向
上します。

Metco Joining & Cladding のサービス、
システム、材料
Metco Joining & Claddingには、様々な基
材に対して様々な溶接材料を用いてレー
ザークラッディングを施してきた 20年以上
の実績・経験があります。そのため、レーザー
クラッディングサービスをMetco Joining & 
Claddingにご依頼いただくことで、お客様
は新しい用途の開発やプロセスの適格性確
認に要する時間を確実に短縮することがで
きます。Metco Joining & Claddingが最近
提供を開始したロボット型多軸レーザーク
ラッディングシステムは、長年の実績に裏
付けられた用途に関するノウハウが生かさ
れ、レーザークラッディング材料のポート
フォリオが拡充されているなど、自社内で

の加工を希望されるお客様に適した設計と
なっています。Metco Joining & Claddingは、
溶射ロボットの設計・製造において優れた
実績を有するとともに、数十年にわたる溶
射材料と硬化肉盛溶接材料の開発を通じて
材料に関する豊富な知識を蓄積しています。
これが、Metco Joining & Claddingがお客
様にとって信頼できるサプライヤーである
ことの理由です。料に関する豊富な知識を
蓄積しています。これが、Metco Joining & 
Claddingがお客様にとって信頼できるサプ
ライヤーであることの理由です。

Metco Joining & Claddingについて
Metco Joining & Claddingは、溶接肉盛、ろう付け、レーザークラッディング、プラズマトランスファードアークなど
の接合およびクラッディングソリューションのリーディングブランドです。1970年以来、粉末からワイヤー、ロッ
ド、電極、ろう付けペースト、ろう付けテープにまで及ぶ、材料に関するのラインナップとともにお客様に貢献し
てきました。当社のソリューションは、航空宇宙、発電、鉱業、石油・ガス、農業などの産業の重要なニーズに応え
られるように設計されています。Metco Joining & Claddingは、グローバルな事業展開により、深い専門知識と幅
広い材料との組み合わせによるソリューションを、お客様の近くで提供いたします。Metco Joining & Cladding
は、スイスに本社を置くグローバル企業エリコングループ（SIX: OERL）に属しています。

記載内容は予告なく変更されることがあります。

3

4

5

www.metcojoiningcladding.com
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